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令和7年 3月 13日 1木 )、 第9回市星

連カラオケ交流会がゆうゆうセン

ター41皆 交流ホールで開催され、

68粗の参 ,コ 者が自慢ののどを披

露しました:姜客席の応援、手拍子

で会場―伝となり、大変な盛り上

がりてした

―

―

●
■

■

●

―

■
，

―

―

■

●
ヽ

ヘ
ノ

″

P2令和7年度市星連総会の模様

P3令和7年度年間活動計画

P4市星連各部会の一覧

P5市星連役員・各会長一覧

P6第 35回ボウリング大会

P7第 53回グラウンドゴルフ大会

P8「ゴミゼ国の日」活動一覧

P13交野市の「歴史案内」

P14市長からの寄稿

P16-番星

私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています
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会
長
挨
拶

青
山
雅
宏

暑
中
お
見
舞

い
申
し
あ
げ

ま
す
。
今
夏
は
猛
暑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
高
体
温
に
な
る

と
汗
の
蒸
発
が
弱
ま
り
、
高

齢
者
は
体
温
調
節
機
能
が
衰

え
が
ち
で
、
室
内
で
の
死
者

が
約
９
割
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
ｃ
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
の
に

使

用
し
な

い
事
が

原
因

で

す
。
エ
ア
コ
ン
は
適
正
に
利

令
和
７
年
度
市
星
連
総
会

新
態
勢
・新
方
針
・規
約
改
正
を
満
場

一致
で
確
認

令
和
七
年
五
月
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
尺
「
和
七
年
交
野
市
星
友
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
」
が
開
か
れ
た
。総
会
で
は
、
選
挙
で
会
長
に
選
出
さ
れ
た
青
山
雅
宏
氏
（倉
治
さ
ん
ゆ
う
会
）
に
指
名
さ
れ
た
役

員
を
承
認
し
、
令
和
七
年
度
活
動
計
画
や
規
約
改
正
に
基
づ
く
壮
年
部
の
活
動
な
ど
を
全
員
の
承
認
で
確
認
し
た
。

用
し
、
過
ご
し
や
す

い
薄
着

・

水
分

・
塩
分
の
補
給
な
ど
、
自

分
に
合

っ
た
熱
中
症
対
策
を
心

が
け
て
下
さ
い
。

さ
て
、
星
友
ク
ラ
ブ
の
令
和

７
年
度
の
新
態
勢
は
、
別
表
の

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女

性
部
と
若
手
部
を
統
合
し
て
壮

年
部
を
新
設
し
ま
し
た
。
人
生

は
誕
生
し
て
か
ら
少
年

（少
女

）

期
↓
青
年
期
↓
壮
年
期
↓
老
年

期

で
幕

を

閉

じ
ま

す
。
「壮
」

ヽ

に
は
①
盛
ん
②
大
き
い
③
強
い

④
速
い
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
壮
年
部
長
は
安
西
節
代
氏

（
妙
見
東

）、
副
部
長
に
西
村
定

雄
氏

（
郡
津

）
が
担
当
し
ま
す
。

ほ
か
に
部
会
と
し
て
は
総
務
部

会

（青
山
会
長
）、
広
報
部
会

（吉

坂
会
長

）
文
化
部
会

（
泉
原
会

長

）
災
害
支
援
部
会

（
東
林
会

長

）
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
の
市
星
連
の
活
動
は

１
。心
と
身
体
の
若
さ
を
保
ち
、

自
ら
生
き
が
い
を
求
め
、
健
や

か
で
有
意
義
な
人
生
を
送
り
、

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
２
。
会
員

相
互
の
親
睦
と
友
愛
を
深
め
る

サ
ロ
ン

・
同
好
会
に
参
加
す
る

と
共
に

「地
域
支
援
事
業
」
と

「ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
」
に
参

加
し
地
域
貢
献
を
し
よ
う
。

３
．
「災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や

っ

て
く
る
」
＆
「備
え
あ
れ
ば
、
憂

い
な
し
」
を
合
言
葉
に
関
係
諸

団
体
と
連
携
し
、
「災
害
時

一

人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
の
先
兵

に
な
ろ
う
」
、
と
考
え
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
今
年

一
年
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
あ
げ
ま
す
。

壮

年

部

長

の
紹

介

安
西

節
代

（妙
見
東
）

女
性
部
と
若
手
部
を
統
合
し

て
壮
年
部
を
結
成
し
ま
し
た
。

初
代
の
部
長
は
、
妙
見
東
に
住

む
安
西
節
代
さ
ん
。
副
部
長
は

、
若
手
部
の
活
動
を
経
験
し
て

い
る
郡
津
和
交
会
会
長
の
西
村

定
雄
さ
ん
で
す
。
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

る山本市長

魯 松 医 院
」ヒ
CD

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前9100～ 12:00 /

午後5100～ 8100 鶯 / /

イ小。21」 :列ド{|″ ll・ |」 曜 11・ 祝||-1曜 午後

糖尿病てお悩みの方はこ相談下さい

内 科 ・ 糖 尿 病 内 科

0072日892‐7700
〒‐536-0076交野市森」ヒ1-6-1-204

QE圏目目0120-3701809

どこに頼んでιlいのかわからない ?
そんなあなたに ′

西尾工務店は、交野市の住まい119番、日つたことは、私に何でも相談して下さい !

爾覇編彗・ 増改栞・ リフォーム (還∋

颯醜鰊疱相談ボ
0120‐240‐502Gむ1西尾コE務覇目

出 し 0昭 0翻 .騰

私部西店 :交野市私部西 1丁目33-16
____   倉治店 :交野市倉治5丁目1868

:画鰤。0'20-240-562

営業時間 8:00～ 18:00年中無休

〒576‐0034交 野市天野が原町2-29-3

1辮Ⅲ'罐
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☆ ☆ ★

☆ ★ ★ ★ ★
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からだ元気治療院
リハビリ0機能訓練0は

ぉきゅぅ0マツサ~ジ
り



6.1令和 6年度事業報告

シニア松塚会長 上田 肇

令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日

実施月 事 業 計 画 実 施 内 容

4月 ・定期総会、会員名簿配布 7日 会員 86名 中 出席者 65名 、

委任状 19名、欠席者 2名 総会成立

5月 。市星連グランドゴルフ大会に参加

・ごみゼロの日(5/30)地区内のごみの収拾

15日 クラブ会員 6名参加 最高位 4位

30日 会員 31名 参加

6月 。ねんりんウォークツアーに参加

・松塚公園、ふれあい館の除草 と清掃

4日 神戸南京町、メリケンパーク 2名参加

23日 各自治会、連協構成員及びクラブ員

7月 。「交野星友」、「ねん りん OSAKA」 配布

・クラブ代表者懇親会及び助成金支給

・市星連ボウリング大会参加

全会員に配布

13日 各クラブ代表者との懇親会、助成金支給

17日 34回大会参加 優勝 松本 茂夫氏、

4位石丸 進氏

8月 ・夏休み子供 ラジオ体操支援(後半)

。臨時役員会開催 (会長交代)

19日 ～25日

24日 安永会長体調不良のため 9月 より上田副

会長 と交代、9月 の市星連会長会で届ける

9月 。役職変更

・公共交通マイクロバスによる実証運行

。社会奉仕の日開催 地区の清掃等

1日 会長辞職による役員、幹事名簿改訂

2日 より開始

20日 29名 参加

10月 。老人福祉大会、星友クラブ大会参加

・ねん りんウォークッアー

。「社会見学の日」開催

。交野市 。市星連俳句大会出展

。松塚区民フェスタ参加

・市星連ゴルフ大会参加

5日 ・歌松会から 11名 が演芸大会に参加

・功労者 として井野善史氏が表彰を受ける

。高齢者表彰として原良子氏が受ける

8日 「大仏鉄道」廃線遺構巡 り 1名参加

16日 伏見の酒蔵 と寺田屋周辺の散策 17名 参加

21日 会長賞 早川周三氏 特選 三宅稀三郎氏

27日 ゴルフクラブ他、 5つのクラブ会員が

参加協力

30日 ゴルフクラブ会員が参加

11月 ・市星連健康 ウォーキング参加

・市星連グランドゴルフ大会参加

・市星連公式輪投げ大会参加

12日 郡津史跡巡 り 6名参加

13日 グランドゴルフクラブ会員が参加

20日 輪投げクラブ会員が 9名参加

12月 ・松塚公園、ふれあい館の除草 と清掃 7日 各自治会、連協構成員及びクラブ員

1月 。「交野星友」、「ねん りん OSAKA」 配布

。新年交歓会開催

会員各戸に配布

19日 新年交歓会(飲食、催 し物)53名参加

2月 ・高齢者交流会 (対摂南大学看護学部)

・市星連ボウリング大会

4日 学生 との懇談、工作 14名参加

12日 ボウリングクラブ会員 8名参加

3月 ・市星連カラオケ交流会参加 13日 歌松会会員 2名参加

ヘ

∠
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令和 7年度 交野市星友クラブ連合会 部会表
部 会 活 動 内 容 副部会長 企 画 委 員

総務部会

①本会の総務を担当し、各部門の調整を行う。
2年度活動計画及び予算の企画、立案を行う。
]交野市老人福祉大会・星友クラブ大会及び健康福祉
フエスティバルの総括運営を行う。
4研修会、講演会の企画、立案、運営を行うc

,地域社会との交流及び、地域貢献奉仕活動を考察し
実践する。

青山

(倉治)

吉坂

(私部)

泉原

(寺 )

早川(星田山手)

山口(藤が尾)

東林(幾野)

山岸 (向井田)

☆安西(妙見東)

西村(郡津)

|

|
|

|

広報部会

機関紙「交野星友」の編集と発行

②府老連機関紙「ねんりんOSAKA」 発行協力
③府、市、星友クラブの活動情報の調査と伝達

①

吉坂

(私部)

山下

(天野が原町)

吉兼(私市山手)大崎(青山)

坂口(星 田西)

天野(森 )

★片岡(倉治)

★小林(藤が尾)

※全単位クラブ全会長

文化部会

健康寿命を伸ばすため、仲間と共に楽しく、心豊かな
活動の企画、立案、運営を行う。
I交野市福祉大会。星友クラブ大会。第 2部演芸の部
C健康福祉フエスティバル作品展
C俳句大会(年 1回 )

●カラオケ交流会

Eその他の新規の活動

泉原

(寺 )

金光(梅が枝 )

森川 (駅前住宅)

西尾(妙見東)

★奥村(倉治)

★中村(私市山手)

★横山(寺 )

☆高山(私市山手)

山口

(藤が尾 )

災害時要援護者

支援部会

昨今は、想定外の大地震をはじめ、風水害等自然
災害が多発し、自力で避難することが難しい高齢者や、
障害のある人が被災されるケースが多くなつている。
星友クラブでも会員数が 2′ 000人 を超え、「助け上手
と助けられ上手」の支援体制を交野市危機管理室、
福祉部、地域の区長、自治会、民生委員、自主防災会
等と連携し、災害時 1人も見逃さない運動の展開を図るG

■ 会長会メンバーで、交野市災害時避難行動、要援護
者事業の研修会を実施。

2各単位クラブ会員の情報実態掌握をする_

3防災センターの見学、研修会の企画、立案と運営。
● 会員の見守り活動と、災害時、支援のわ(和・輪)に

ついて考察する。

東林

(幾野)

上田(松塚 )

戸田(妙見坂 )

谷辻(ホ ーム明星)

※全単位クラブ全会長

山岸

(向井田)

,士 年吉「

スポ―ツ活動を中心に健康寿命を伸ばすため、仲間と
楽しく、心豊かな活動を進めると共に、会員増加につな
がる活動の強化と拡充を図る。

[グラウンド・ゴルフ大会(年2回 )

'ボ
ウリング大会(年2回 )

3体力測定会 (健康チェック)

`ゴ
ルフ大会

‐3健康ウォーキング

[公式ワナゲ

2その他の新規の活動

★安西

(妙見東)

小松(青葉台)

田中(星田)山本(南星台)

早川(星田山手)

★津村(倉治)★小菅(梅が枝)

★平松(幾野)

★斉藤(星田山手)★宇治橋(寺 )

★塩回(天野が原町)★石田(星田)

★―上(星田西)★兼光(妙見東)

西村

(郡津)

★印の方は壮年部のメンバーです
――‐‐― 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

証目

「
整形外科

骨粗しよう症

リウマチ科
り八ビリテーション科

やまなか

整形外科ク リニ ック

枚方市津田駅前1丁目28-16
メディカルガーデン津田駅前

072‐ 859‐1810

難
ホームベージ

福祉事業所番号

2772410409  ‐

たんぱぽ綿毛の

福祉躙具屋さん
D醒酪機聰懺螂4776

■ロロ■

Ч腱■口《ult

千成ヤクルト販売株式会社

鐘畿数菫 実施中
‐
■■

皆さまに健康情報をお届けします′

難 響
〒572‐ 0855 寝屋川市寝屋南 2丁 目 13‐ 1

壺菫壺。0120-8960¨69

会社HP

はこちら

一定期間熟成させ「蔵囲い」した
こだわりのそうめんです

つるりとした舌ざわりとのど越し、

風味をお楽しみください

∫π′』′1-テゴ

島原子延素麺協同江合 に発売元

T854-0065

長崎県諫早市津久葉町5-142

TEL 0957-25-8033
FAX 0957-25-8801

島手そうめん販売株式会社

担当役員兼
告B会長

予
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紹
共
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¬
令
和
７
年
度
交
野
星
友
ク

ラ
ブ
笑
和
会
総
会
が
、
５
月

２６
日
１１
時
よ
り
、
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
に
て
出

席
者
１２
名
、
委
任
状
１２
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
結
成
大
会
後
初

め
て
の
会
議
で
し
た
。総
会

は
、
青
山
会
長
か
ら
提
案
さ

れ
た
年
度
計
画

・
親
役
員

は
、
全
員

一致
で
賛
同
さ
れ

ま
し
た
。参
加
者
は
皆
、
今

年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
や
旅
行
を
存
分
に
楽

し
む
こ
と
を
確
認
し
、
約
４５

分
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

稼
笑
和
会
総
会
が
開
催

方
針

ｏ
役
員
を
全
員

一致
で
確
認

=Cゝ
、｀

考香 ～`

新
任
会
長
紹
介

よろしくお願いします。

令和 7年度交野星友クラブ笑和会総会

皆さん、お疲れ様でした。

ヽ

小川 美幸 竹山 富士子  兼光 毅  鈴木 宏和

女性部(直轄)(妙見東)若手部(妙見東)(青葉台)

‐ギ.:重な:=

曇彙 ≧事~■       '

量    1
鷲=: ノ

式 ″

西尾 喜久男 小松 和夫

(妙見東) (青葉台)

役 職 地  区 単位クラブ名 氏  名

z、 lrて 倉 ,台 倉治シニアクラブさんゆう会 青山 雅宏

副会長 私 部 私部長寿会 吉坂 泰彦

副会長 寺 寺みどり会 泉原 健榮

＋
―〈

ム 星田山手 星田山手熟年会 早 川 EIБ

書記 藤が尾 藤が尾あけぼの会 山□ 利子

監事 幾  野 幾野星友クラブ 東林  修

監事 向丼田 星友クラブ向丼田白寿会   山岸 忠昭

壮年部長 妙見東 妙見東やわらぎ会 安西 節代

‖士年音隔皓Б長 郡 津 郡津和交会 西村 定男

=ヒ =南よ
―
ノヽ

円 未 □ 青葉台老人クラフ 1小埜_型△
青 山 青山長寿会 大 1青 春茂

天野が原町 天野が原町星友クラフ 山下 正樹

梅が枝 梅が枝シニアクラブ 金光 弘晏

駅前住宅 駅前住宅はつらつ会 森||| ,青美

私市山手 私市山手さわやかクラブ   吉兼 哲夫

南星台 南星台星寿会 山本 見年子

星 田  星田寿会 田中 勉

星田西 星田西遊友クラブ 坂□ 秀 EIБ

松 塚 シニア松塚 上田 肇

妙見坂 妙見坂かがやきクラブ 戸 田 喜 之

妙見東 妙見東やわらぎ会 西尾 喜久男

森 森友クラブ 1天野 守

ホーム明星 ホーム明星 谷辻 浩

交野市星友クラブ笑和会 青山 雅宏

退
任
役
員
の
方
々

(5)第76号

蝉鞭鮨勒輻 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

令和7年 (2025年 )7月 15日発行

る
ズ

き
捧必お

「
了扇:セJ百≡¬

匹壁璽

ヽ

　

　

０

交野典社会館

交野フアミリアホール

壺騒,0120-241-144

暮らし・住まいのこと、
専門スタッフが無料で承ります。
まずはお気軽にお電話ください。

老人ホーム紹介の コンシェルジュ

ヽ0120-88… 1219

詳しく1劇[Bで

蠅
″

″〕エースの

土 地 活 用
uハ″w.saroco」 p

だ「072‐858‐3318

響

市星連役員一覧表

クで//
ヽジqラ全×

多 /

■
|

らと築顔を大切に。
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私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

:_´ ノ

診療科目

内科。小児科・耳鼻咽喉科。リハビリテーション科

交野市藤が尾3丁 目5番 1号 2雪(072)891‐3500

●星田南病院デイケア室 (通所リハビリ)●ホームヘルバース
|

テーションほしだ(訪問介護)●ディサービスセンターほしだ(|
通所介護)●介護支援ステーションみなみ (居宅介護支援) |

ヽ 当日   ,鶴 曲 :

こ轟由割仄勒

=ふ

激戦の結果は !

◆準優勝 写真右
江端 定雄氏 (倉治)

◆優勝 写真中央
冨河 義治氏 (私部)

◆三位 写真左
楠本 一志氏 (松塚)

入賞おめでとう
ございます。

青
山
雅
宏
市
星
連
会
長

「皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

結
果
は
ど
う
あ
れ
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
内
に
秘
め
た
闘

志
は
同
じ
だ
っ
た
こ
と
で
し
よ

う
。
次
回
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
」

第35回 市星連ボウリング大会が2月 12日 (水曜日)午後2時から
WAVE34に て開催された。参加者は37名 、皆さん年齢を
忘れさせるほどの力強さで、倒れるピンに歓声が上がっていた。|

.…0
よ` ‐、、―

1う
メ

′  ″

―
ノ :`~
おた・̀.盲 釉

一ミ
一
ミ

軸 鵡
ｉ

〓

・

一けＥ
ヾ

‐
　
・ｉ●
・
■
―
′

竃】
．

東
林

修

市
星
連
副
会
長

「待
ち
に
待
っ
た
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
始
め
ま
す
。
皆
さ
ん

お
歳
を
考
え
て
あ
ま
り
ご
無

理
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
ね
。

」
l

L

~「~

|

365日24時間対応

Faa
qttL:閣ワ⌒

ヽ こ力
~蝸

舗 趨″
グヘ
V ■ v●

|| ｆ
撼

藤鵬田駿陣

76-0066交邸市蓄出2丁目1-7

遍壺:

交野駅前店

部西 1丁目 34-1
TEL072-895‐700 7

株式会社 態 力1た :=

日漏I日

測
ホームページはこちら

交野市藤が尾3丁 目5番 7号 8(072 )810…0200

 ヽ ・
=・

歯鮨
,`||||||||||||:1.

書

■
、
　
予
　
」ロ
マ

Ｌ

「

■ヽ‐・ =

・

・ 1‐ i …

写

浄

*f

、.=ヽ

._■登

護

‐ _1ヽ

1ヽ
‐

昴
″

一一？

●
〓

，

第35回市星連ボウリング大会

‥

１
１

■

１‐
■

・‐■■

見学自由

F¬
E」 南 病 院

ケアセンタ■
ロ

L」
―

『「
o¬

L」
F爾
ヒ憂
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第
53交 野 市

ウ
ン
ド
ゴ
ル

蝙

第
５３
回
市
星
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
５
月
１４
日
（水
曜

日
）
午
前
９
時
１５
分
か
ら
パ
フヽ
オ
ン
情
熱
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
開
催
。

い
グ
ラ
ン
ド
で
皆
さ
ん
成
績
を
気
に

参
加
者
は
７３
名
で

し
な
が

・ヽ

て
い
ま
し
た
。

″ｒ
・
１
♂
・

イ

　

　

メ
　

ｏ
Ｌ

・
―

―
撼
硼【

ヽ
―

―

ミ

ヽ

了
」

゛

ロロ■

激しい戦いの結果は左記の通りでした。【男性の部】◆三位 (写真右)橋元 和雄氏(青山)

◆優勝 (写真中央)冨河 義治氏(私部)◆準優賞(写真左)中辻 忠氏(藤が尾)

【女性の部】◆三位 (写真右)安井 ミフ子氏(私部)◆優勝 (写真中央)平山 俊江氏(倉

治)◆準優勝(写真左)姫島 まち子(向丼田)。 皆さま入賞おめでとうございます。

・・ 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

■
・・

.ご
■
■

‐嘲

受付の壮年部の方々、お疲れ様

でした。今回も裏方として大成

功に貢献していただき、ありかと

うございました |

建築・土木・リフォーム等
まずはご相談ください

〔株)西工務店

交野市私部5-23-15

下EL 891-1055

ィ1●L分 譲住宅。注文住宅・

己呂出・ 設計・施行・

代表取締役 刀爾 哲哉

交野市倉治3丁目59-1
2,072‐ 892‐2517(ft)FAX072‐892‐2518

なかむら内科★

消化器内科クリニック

診 察 時 間 月 水 木 金 土 日

9:00-12:00

17:00-19:00

休診日 :水曜 。日曜・祝日

交野市星田北6‐ 15‐ 1

醸

0)|●

〆

山本市長の挨拶

ンド`

一
・〓

」

ヽ

、

　

・ヽ

イト

=
】

〃
ア

ヽ

“ ヽ

●
■

，

Ll
■編

．
”

・

| ・ .

曇
火

/ ●
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府老逹堤唱
FUROUREN

中

寺みどりノゝ
7ヽ 私部長寿会

令和7年 (2025年 )7月

倉治シエアクラブさんゆうZゝ
7ヽ

「府下一斉ゴミゼロの日
活動の模様

大阪府老人クラブ連合会は、5月 30日「ごみゼ国の日」を中心として、府
下の各老人クラブに、地域や施設への清掃活動を軸に環境美化・保護活
動を訴えている。今年は、交野市星友クラブ連合会(市星連)は府老連の
呼びかけに応えて21の単位クラブが活動した。その模様を紹介する。

幾野星友クラブ 藤が尾あけばの会 星田山手熟年会

青山長寿会 青葉台老人クラブ 星友クラブ向井田白寿会

¨‐哺白‐ 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

日)藤が尾集会所周辺の清掃。

鳳

5月 18日 (

34人。

圏回誦嘴馴圏囲四鵬

色訪間看議| ′
ステーシ弱ンL出伸い

受付時間 (祝日・12/30～ 1/3を除く)

‐ 午前9:00～午後5:00

お気軽にお問い合わせTきい♪

整形外科。リハビリテーション科。消化器内科。内科。麻酔科

`□

,072‐ 858‐7272
〒573…0126 大阪府枚方市津田西町 1‐ 37‐8

ノ
/

メ
:ンかなで小プン

柵商面。0120… 38…7676
サ。1駐車場30台有l変

'072日
895‐ 5535

「

　

ィ

25人。

6月8日 (日)

迄、
に分かれての清掃活動。22人。

躍

重ね颯F`.

6月 1日 (日 )源氏の滝、不動堂と参道の2班

周辺通学路の除草。10人。
や`5月 20日 (火 )

▼

」

公園

,

5月 29日 (木)

周辺の清掃ま18人も
(■)

18人。

Ｉ
肝

　ヽ
ど
■
璽藪

家1族| 葬
´

懸
交野市郡津5丁 目5-1(郡津駅隣接)

～心のこもったお葬式～
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駅前住宅はつらつ会 梅が枝シエアクラブ 天野が原町星友クラブ

南星台星寿会 郡津和交会 私市山手さわやかクラブ

ホーム明星 星田西遊友クラブ 星田寿会

森友クラブ 妙見東やわらぎ会 妙見坂かがやきクラブ

藝鰺嘔祓饒 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

5月 26日 (月 )天野が原町内の児童公園、街

路、植栽帯の清掃IPÅ。

5月 30日 (

手土生川土手の除草。33人。

5月 18日 (日 )星田西・‐南公園。公園内の革

'刈 りや入回、周辺の清掃。13人。
隈

明治②宅配
rneり |

帥明治 特約店

①骨の健康チエック

②体組成。血管年齢測定

006‐6155-5505

=L 
般財団法人大阪府結積予防会

丁大阪複十字病院

内科・外科・整形外科・り八ピリテーション科

皮膚科・脳神経内科・泌尿器科

人間ドック・各種健康診断・特定健診

寝屋川市打上高塚町3番 10号

`ゝ

072-821 86881鹿
i罫諄断)

一

診療受付時間 (日・祝休診)一
(平 |ヨ ) 8:45～ 11:30  13:00～ 15:30
(第 2・ 4土 )8:45-・ 11:30(内科のみ)

電 1社 会 福 祉 法 人 美 郷 会

特別養護老人ホーム 自白  :ヨ ヒ:

入所・ショートステイ・通所介護 ^     ″■ヽ

小規模多機能ホーム
み ら い

交野市倉治4丁目40-7
た
'(072)8■

0-8670

輩動洋萎かたの実業
交野市東倉治5丁目8-8

□
'(072)89■

-006■

河内磐船駅近のケーキのお店
交野市森北 1丁 目17-17
072-894-1500

5月 30日 (金 )旧長宝寺小学校周辺の落ち

葉などを清掃。11人。

5月 23日 (金 )

掃。15人。

燿
ヽ
Ｉ

6月 11日 (水)

人。

(金)5月 30日

10人。の清掃。

■■■■目

清掃後

い、雑草の除草などt16人、
.覇 ,'イ
申ヽ■■

・
li

5月 31 日

瞳
翁
奉
仕

同国爾囲夕

“

」 匡

の清掃:,0人:

6月 2'日 5月 30日 (金)場所は妙見東中央公目の,青

掃、19人。

歴沼

「 f墨

「

10人。:

日
「■

“

ｄ

打

5月:稀日(日 )

S

こ進

こ利用
ヤサカ商事株式会社
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私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています・

令和7年 (2025年 )7月 15日発行

Episode

若
さ
や
活
気
に
満
ち
た
日
々

今
回
は
、

「青
春
の
思
い
出
」
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
ほ
ろ
苦
く
、
し
か
し
甘
く
て
切
な
い
、
そ
し
て
未
知
ヘ

の
希
望
を
持

っ
た
時
代
を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ｏ・
「歌
声
喫
茶
」
の
思
い
出

青
山
　
扶
久
子

（８４
才
）

倉
治
さ
ん
ゆ
う
会

３
ア
ル
プ
ス
登
山
で
得
た
、挑
戦
す
る
心
ミ

Ｕ^

山
岸
　
忠
昭

（８２
才
）

向
井
田
白
寿
会

今
か
ら
６３
年
前
、
職
場
の
仲
良
し
仲

間
と
通
っ
た
歌
声
喫
茶
で
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
名
古
屋
市
栄
町

の
「喫
茶
。青
い
鳥
」
と
い
う
店
は
日
曜

日
の
午
後
、
歌
好
き
な
人
で
い
つ
も
満

員
で
し
た
。
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏

で
、
「青
い
山
脈
」
「ヵ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」
「山

小
屋
の
灯
」
「雪
山
賛
歌
」
な
ど
を
歌
い

ま
く
り
ま
し
た
。
今
も
当
時
の
歌
集
を

大
事
に
持
っ
て
い
ま
す
。
倉
治
さ
ん
ゆ
う

会
で
は
、
平
成
２７
年
７
月
、
い
こ
い
の
郷

に
、
歌
声
喫
茶
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

毎
月
第
３
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時

に
、
さ
ん
ゆ
う
会
の
仲
間
が
２０
人
位
集

ま
っ
て
き
ま
す
。

「み
ん
な
で
歌
え
ば
み

ん
な
が
笑
顔
」
を
合
言
葉
に
前
半
が
童

謡
と
唱
歌
、
途
中
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
あ

り
、
後
半
は
歌
体
操
を
し
て
、
民
謡
・懐

か
し
い
昭
和
の
流
行
歌
を
全
員
で
元
気

な
声
を
は
り
あ
げ
唄
い
ま
す
。
高
齢
者
に

と
っ
て
、
歌
声
喫
茶
は
健
康
寿
命
を
の
ば

す
最
高
の
取
組
み
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
月
１
回
を
ぜ
ひ
２
回
に
増
や
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

終
え
て
進
学
で
実
家
を
離
れ
柳
行
李
と

布
団
袋

一
つ
で
学
生
寮
に
入
っ
た
事
。
古

い
木
造
２
階
建
で

一
部
屋
６
人
、
全
体

で
百
人
超
位
い
た
ｃ
そ
こ
で
の
生
活
に

「初
心
な
」
私
は
強
烈
な
刺
激
を
受
け

た
ｃ
出
身
地
、
年
齢
、
学
部
も
異
な
る
学

生
が
同
室
ｃ
牢
名
主
の
よ
う
な
先
住
学

生
が
仕
切
り
、
毎
晩
車
座
で
談
義
や
飲

み
会
開
催
ｃ
部
屋
に
誰
彼
お
構
い
な
し

出
入
り
し
自
分
の
布
団
に
知
ら
な
い
学

生
が
寝
て
い
た
事
も
あ
っ
た
ｃ
お
陰
で

私
の
生
ま
れ
は
、
信
州
（長
野
県
）
で

す
ｃ
長
野
県
の
多
く
の
高
校
で
は
、
今
で

も
夏
休
み
の
伝
統
行
事
の

一
環
と
し
て

日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
が
企
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
長
野
市
内
の
高
校
に
通
っ
て

い
た
私
も
、
高
校
２
年
の
夏
休
み
に
北

ア
ル
プ
ス
白
馬
岳
（標
高
２
９
３
２

ｍ
）

登
山
会
に
参
加
し
ま
し
た
。　
落
石
に
注

意
し
な
が
ら
大
雪
渓
を
踏
破
し
、
山
頂

を
目
指
す
登
山
は
初
心
者
の
私
に
と
っ

て
可
な
り
き
つ
い
体
験
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
大
雪
渓
を
越
え
た
先
に
は
、
コ
マ
ク

サ
や
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
な
ど
の
高
山
植

EPisode

ｏ４

「７８
歳
、
釣
リ
バ
カ
の
浜
ち
ゃ
ん
」

藤
原
　
富
世

（７８
才
）

天
野
が
原
星
友
ク
ラ
ブ

ヽヽ、＝刀
ノ
ー

（●
Ｆ
））
ＤｄＣ

ジヽ
／
ｋ

，ｉｓ＜

／
　

　

　

ヽ
　

Ｔ
■

／

′
‐
ヽ

＼

今
年
は
昭
和
百
年
に
当
た
る
。
私
は

昭
和
１８
年
生
ま
れ
で
８２
歳
、
私
の
青
春

時
代
は
、
昭
和
３７
年
～
４２
年
頃
ま
で
か

な
。
私
に
と
っ
て
そ
の
頃
の
世
相
は
年
度

順
に
大
学
紛
争
、
歌
「高
校
３
年
生
」
が

流
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
、

４０
年
か
ら

の
不
況
・就
職
難
等
で
し
た
。
私
に
と
っ

て
苦
い
思
い
出
は
忘
れ
て
、
そ
の
後
の
我

が
人
生
に
影
響
を
与
え
た
事
を
記
し
ま

す
。青

春
時
代
の
幕
開
け
は
受
験
勉
強
を

ハ一ｎ
・段
稿

一
青
春
の
思
い
出

２
「青
春
時
代
」
幕
開
け
の
思
い
出

ＡＵ

塩
口
　
正
（８２
才
）

天
野
が
原
星
友
ク
ラ
ブ

私
は
、
今
年
で
７８
歳
に
な
る
。
青
春
と

は
い
つ
の
事
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
書
物

な
ど
を
見
て
み
る
と
、
色
々
と
書
い
て

あ
る
が
、
一
般
的
に
は
、

２０
歳
か
ら
４０
歳

頃
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
私
の
年
か
ら
い

う
と
、

６０
歳
か
ら
８０
歳
ぐ
ら
い
ま
で
が
、

第

二
の
青
春
と
言
う
ら
し
い
。
だ
が
そ

れ
も
、
も
う
ギ
リ
ギ
リ
か
。

小
学
校
に
通
う
頃
に
は
、
釣
竿
を
手
に

し
て
（釣
竿
と
言
っ
て
も
近
く
の
竹
藪
で

と
っ
て
き
た
竹
）田
舎
（福
知
山
）の
由
良

川
の
支
流
、
牧
川
の
土
手
で
友
達
と
ア

ュ
、
オ
イ
カ
ワ
、
フ
ナ
な
ど
を
追
っ
か
け

ま
わ
し
て
い
た
ｃ
釣
り
の
魅
力
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
魚
と
の
や
り
取
り
の
わ
く

た
　

・

／
　
ｅ

咆
ＥＰｉｓ。ｄ

種
々
雑
多
の
知
識
、
処
世
術
な
ど
を
習

得
し
た
。
　
肝
心
の
勉
強
が
で
き
る
環

境
で
な
く
留
年
し
そ
う
に
な
っ
て
き
た

の
で

一年
余
り
で
退
寮
し

一人
下
宿
に

移
っ
た
。
お
陰
で
そ
の
後
は
学
業
、
サ
ー

ク
ル
活
動
で
沢
山
の
友
人
に
恵
ま
れ
て

青
春
を
謳
歌
し
て
き
た
と
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
ｃ

物
が
咲
き
乱
れ
る
お
花
畑
が
広
が
り
、

疲
れ
た
私

の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
し

た
。
お
花
畑
を
少
し
登
り
き
る
と
頂
上

の
山
小
屋
に
到
着
。
す
し
詰
め
の
山
小

屋
で
の
１
泊
。
山
頂
か
ら
の
眺
望
。
何
も

か
も
が
新
鮮
な
感
動
で
し
た
。
途
中
苦

し
く
疲
れ
も
し
ま
し
た
が
、
山
頂
に
到

達
で
き
た
時
の
心
地
よ
い
疲
労
感
と
爽

快
感
。
ま
た
、
達
成
感
は
何
も
の
に
も
代

え
が
た
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
質
実

剛
健
を
養
う
こ
の
登
山
は
、
私
に
と
っ
て

「挑
戦
す
る
心
」
を
体
験
す
る

「青
春
の

よ
き
思
い
出
」
と
な
り
ま
し
た
。

わ
く
感
が
た
ま
ら
な
い
ｃ
他
に
も
、
何
が

釣
れ
て
い
る
の
か
、
食
べ
る
楽
し
さ
、
魚

と
の
駆
け
引
き
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な

ど
あ
り
後
半
に
は
、
船
か
ら
見
る
景
色

の
雄
大
き
も
捨
て
が
た
い
。
た
だ
、
小
さ

い
頃
は
た
だ
た
だ
面
白
い
の

一
点
で
感

動
し
て
い
た
が
、
そ
の
感
動
は
高
校
生

の
頃
に
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
だ
が
、
会
社
に
入
り
社
会
人
に
な
っ

て
、
あ
る
時
会
社
の
有
志
で
釣
り
に
行

こ
う
、
と
な
っ
て
和
歌
山
の
和
歌
の
浦
の

磯
で
チ
ヌ
を
釣
っ
た
時
、
あ
の
釣
り
の
魅

力
、
感
動
が
再
び
思
い
出
さ
れ
て
以
来

釣
り
に
再
び
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
た
´

以
降

紀
州
有
田
、
田
辺
、
白
浜
、
椿
、
日
本
海
側

野 村 医院 奥田歯科医院
OKUDA OF卜 tTA_CLINIC
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で
は
、
小
浜
、
舞
鶴
、
宮
津
等
金
曜
日
が

来
る
と
夜
か
ら
「釣
リ
バ
カ
の
浜
ち
ゃ

ん
」
状
態
で
あ
っ
た
。

３５
歳
頃
か
ら
は
、
磯
か
ら
船
に
切
リ

替
え
て
、
舞
鶴
の
マ
リ
ー
ナ
に
船
を
置
い

て
好
き
な
時
に
好
き
な
場
所
で
（仕
掛

け
、
ポ
イ
ン
ト
選
定
、
ル
ー
ル
な
ど
の
知

識
も
豊
富
に
な
り
）
宮
津
湾
内
特
に
冠

島
、
小
島
周
辺
に
は
、
一
人
で
又
は
友
達

を
誘
っ
て
よ
く
通
っ
た
。
船
で
行
く
時

は
、
天
気
、
水
温
、
潮
の
流
れ
、
気
温
、
は

も
ち
ろ
ん
船
の
装
備
、
乗
員
の
安
全
装

友
達
・遊
び
相
手
で
し
た
ｃ
夏
に
は
池
で

水
遊
び
、
魚
つ
り
、
小
川
で
ど
じ
ょ
う
取

り
や
力
エ
ル
取
り
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
事
で
す
が
田
ん
ぼ
で
イ
ナ
ゴ
を
網
で

捕
ま
え
、
フ
ラ
イ
バ
ン
で
炒
め
塩
味
だ
け

で
お
や
つ
に
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
昭
和

二
十

一
年
春
に
小
学

校
に
入
学
。
野
球
が
四
面
同
時
に
出
来

る
程
運
動
場
が
大
き
か
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
家
か
ら
学
校
ま
で
歩
い
て

一

時
間
。帰
り
は
道
草
を
食
っ
て
二
時
間
か

け
て
帰
る
と
い
う
生
活
が
毎
日
で
し

た
。
帰
り
道
で
は
当
時
道
沿
い
に
桑
畑

が
沢
山
あ
り
、
養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
野
菜
畑
も
沢
山
あ
り
、
ナ

能
登
半
島
の
田
舎
町
か
ら
大
阪
へ
出

て
来
て
か
ら
６０
年
に
な
る
。
ふ
る
里
能
登

を
思
い
出
さ
な
い
日
は

一
日
も
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。
た
だ
懐
し
い
と
い
う
だ
け
で
は

な
い
。
し
ん
ど
い
思
い
出
も
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
複
雑
な
思
い
で
あ
る
。

愛
憎
の
半
ば
す
故
郷

雲
だ
よ
り

春
の
雪

故
郷
の
友
等
い
か
に
あ
る

等
と
、
下
手
な
俳
句
を
咳
き
な
が
ら
、
地

震
や
水
害
に
苦
し
む
、
能
登
を
思
う

日
々
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
ひ
た
す
ら

懐
し
い
の
は
青
春
の
思
い
出
の
中
に
あ

る
能
登
の
自
然
で
あ
る
。
高
校
生
の
頃
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
能
登
福
良

の
巌
門

（が
ん
も
ん
）
を
小
舟
で
く
ぐ
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
夏
休
み
の
ク
ラ
ブ
ー

泊
旅
行
の
時
だ
っ
た
。
土
地
の
若
者
が
操

船
す
る
小
舟
で
福
良
の
海
を
渡
っ
て
い

た
。　
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
小
舟
の
中
で
ぼ
ん

や
り
し
て
い
た
時
、
突
然
乗
っ
て
い
た
船

ス
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等

を
眺
め
な
が
ら
の
帰
り
道
で
し
た
。
そ

し
て
、
小
学
校
四
年
生
の
夏
、
父
親
の
仕

事
の
関
係
で
大
阪
の
十
三
に
引
っ
越
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
．そ
の
時
思
い
も
掛

け
な
い
事
に
、
小
学
校
の
先
生
か
ら
筆

箱
と
鉛
筆
の
セ
ッ
ト
を
記
念
品
と
し
て

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
生
の
顔
と

名
前
は
七
十
五
年
経
っ
た
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
仕
事
で
島
根
県
松
江

市
に
十
年
余
り
暮
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
生
活
の
拠
点
は
常
に
大
阪
。
そ

し
て
今
は
妙
見
坂
で
楽
し
く
元
気
に
老

後
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「懐
か
し
い
能
登
の
自
然
」

矢
田
　
千
加
子

（８４
才
）

私
部
長
寿
会

Episode
05

青
春
と
は
年
齢
関
係
な
く
人
そ
れ
ぞ

れ
思
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
の

私
を
知
る
人
は
危
な
い
茨
の
道
を
何
故

進
む
の
か
と
心
配
し
て
く
れ
た
様
だ
。

し
か
し
そ
の
心
配
を
よ
そ
に
チ
ヤ
レ
ン

ジ
精
神
が
旺
盛
で
大
胆
に
青
春
を
謳
歌

し
決
し
て
動
じ
る
事
は
な
か
っ
た
。
過
去

の
経
験
は
不
思
議
に
も
後
悔
は
何
も
な

く
む
し
ろ
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
事
が

多
々
あ
り
、
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
役
を
退
い
て
十
数
年
が
過
ぎ
余

生
を
楽
し
ん
て
い
る
が
、
私
の
周
り
に
は

〈
マ
｝
」
一そ
皇
日
〓
膏
盲
〓
っ
口
（占甲

泉
原
　
健
榮
（７５
才
）

寺
み
ど
り
会

′
０Ｕ^

僕
は
昭
和
十
五
年
十
月
、
名
古
屋
市

中
川
区
西
日
置
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
生

ま
れ
今
、
八
十
四
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で

す
。小

学
校
へ
上
が
る
前
、
伊
勢
湾
に
突
き

出
た
知
多
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
、

小
さ
な
町
武
豊
町
と
い
う
所
に
家
族
ぐ

「僕
の
幼
少
の
思
い
出
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

戸
田
　
喜
之

（８４
才
）

妙
見
坂
か
が
や
き
ク
ラ
ブ

多
く
の
仲
間
が
い
て
、
麻
雀

・
カ
ラ
オ

ケ
・散
歩
等
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
が
続
き
、

少
し
ば
か
り
の
社
会
貢
献
に
も
携
わ
り

充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
老
い
た

今
思
い
が
け
な
い
楽
し
い
夢
の
よ
う
な

毎
日
で
遊
び
果
け
て
い
る
。
性
格
的
に

人
と
の
関
わ
り
が
好
き
な
事
と
ど
ん
な

人
と
で
も
平
等
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
私

に
神
様
か
ら
の
御
褒
美
と
自
己
満
足
し

て
い
る
。
今
こ
そ
青
春
真
っ
只
中
、
道
半

ば
、
ど
う
か
こ
の
幸
せ
が
百
ま
で
続
き

ま
す
よ
う
に
。

る
み
で
疎
開
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
田

舎
暮
ら
し
は
大
変
で
し
た
が
、
今
、
振
り

返
れ
ば
沢
山
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
。
近
く

に
池
あ
り
、
小
川
あ
り
、
田
畑
が
沢
山
あ

り
ｏ
‥
と
い
う
環
境
。
当
時
は
お
も
ち
ゃ

等
全
く
無
く
、
周
り
の
自
然
が
唯

一
の

Episode
07

が
巌
門
の
中
へ
入
っ
た
の
だ
。
も
の
の
十

秒
ほ
ど
の
間
だ
っ
た
ろ
う
か
。
　
海
上
の

岩
に
穿
た
れ
た
洞
の
中
を
船
で
く
ぐ
る

の
だ
。
ボ
ル
ガ
の
舟
歌
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
な
錯
覚
に
落
ち
焼
惚
と
な
っ
た
。

令
和
の
現
在
福
良
の
巌
門
は
能
登
金

剛
遊
覧
の
メ
イ
ン
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
私
の
心
に
あ
る

福
良
の
民
宿
は
、
巌
門
は
、
ど
こ
ま
で
も

さ
び
れ
た
漁
村
の
ま
ま
で
あ
る
。

がんもん

能登半島を代表する景勝地、巌門。

お墓のことなら
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な か や ま せ き り ょ う

曇難中山石渠

備
、
を
確
認
し
て
海
上
保
安
庁
に
お
世

話
に
な
ら
な
い
為
の
出
港
と
な
る
。
お

か
げ
で
３５
年
近
く
冠
島
周
辺
の
海
で
随

分
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。
海
は
い
つ
も
優

し
い
だ
け
で
は
な
い
が
、
優
し
い
顔
の
時

は
大
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
一
体
に

な
っ
た
よ
う
に
身
を
包
ん
で
く
れ
る
。
こ

の
時
は
感
動
と
感
謝
で
あ
る
。　
今
は
も

う
遊
漁
船
の
お
世
話
に
な
っ
て
ば
か
り

で
あ
る
が
、
釣
り
の
魅
力
は
捨
て
が
た

く
、
ま
さ
に
青
春
を
謳
歌
し
青
春
継
続

中
で
あ
る
。

鑢

片鉾リビング

絋 |

枚方東



Episode

高
校
入
学
は
母
の
母
校
、
元
阿
久
根

女
学
校
。
戦
後
、
鹿
児
島
県
立
「
阿
久
根

高
校
」
ｃ
海
の
見
え
る
高
台
に
あ
り
ま
し

た
ｃ
各
年
４
ク
ラ
ス
ｃ
あ
る
日
の
こ
と
、

坂
を
下
り
て
来
た
人
に

一
日
ば
れ
。授
業

時
、
席
は
名
前
順
。
小
山
は
前
。
彼
女
は

斜
め
後
ろ
。
私
の
父
は
小
学
校
の
教
員
。

父
を
知
る
先
生
か
ら
、
よ
く
当
て
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
勉
強
し
ま
し
た
ｃ

２
年
時
、
父
の
転
勤
で
、
父
の
母
校
（旧

出
水
中
学
校
）、
出
水
高
校
に
転
校
。
そ

こ
で
も
、
父
を
知
る
先
生
だ
ら
け
。
３
年

時
、
人
文
地
理
の
先
生
が
、
「
君
の
お
父

さ
ん
に
教
わ
っ
た
」
ｃ
勉
強
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
３
年
時
の
実
カ
テ
ス
ト
は
、

１
０
０
名
中

６０
位
前
後
。
そ
れ
な
の
に
、

大
学
受
験
は
「東
京
教
育
大
学
」
。
父
の

教
え
子
が
東
京
教
育
大
学
ｃ
帰
郷
時
、
報

告
に
来
て
い
ま
し
た
ｃ
憧
れ
ま
し
た
。
時

の
校
長
先
生
が
、
「薩
摩
の
男
は
『江
戸
』

を
目
ざ
せ
」
と
ｃ

同
級
生
４
名
、
東
京
の
大
学
を
受
験
ｃ

皆
、
不
合
格
。
予
備
校
通
い
。
翌
年
、
私

は
、
東
京
教
育
大
学
に
合
格
ｃ
同
級
生

「東
京
大
学
の
本
郷
キ
ャ
ン
バ
ス
に
あ
る
赤
門
」

皆
、
希
望
校
、
東
京
大
学
、
東
京
工
業
大

学
、
東
京
電
機
大
学
に
合
格
。
私
の
合
格

に
高
校
の
職
員
室
で
は
、
「奇
跡
だ
」
と

大
騒
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
。
母
へ
「パ
ス
、
安

心
あ
れ
」
と
電
報
。
電
報
を
持
っ
て
父
の

勤
務
先
へ
。
田
圃

（た
ん
ぼ
）
の
畔
道
を

走
る
母
の
姿
を
想
像
。
今
で
も
涙
こ
ぼ

れ
る
思
い
ｃ
合
格
は
、
父
の
お
陰
？
　
そ

の
頃
、
水
俣
病
。
猫
が
躍
る
。
人
が
歩
け

な
く
な
る
。
大
学
時
、
「生
物
と
環
境
」
生

態
学
を
学
ぶ
。卒
業
時
、
無
謀
に
も
東
京

大
学
の
大
学
院
、
「生
態
学
研
究
室
」
を

受
験
。
不
合
格
。
す
ぐ
に
研
究
室
か
ら

「出
て
来
い
」
と
連
絡
。
先
生
か
ら
「勉
強

し
た
い
か
」
、
「
ハ
イ
」
ｃ
研
究
生
と
し
て

席
を
も
ら
い
ま
し
た
ｃ
「
小
山
君
、
そ
こ

は
牧
野

富
太
郎
さ
ん
の
席
だ
っ
た
ん
だ

よ
」
。
翌
年
合
格
。
一
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

「
ら
ん
ま
ん
」
を
放
映
。
埼
玉
に
住
む
弟

が
、
「兄
貴
が
居
た
研
究
室
の
話
」
と
、
姉

妹
に
連
絡
。ダ
メ
兄
貴
も
、
今
に
な
っ
て
、

少
し
名
誉
回
復
。
赤
門
を
思
い
出
す
。
当

時
の
街
並
み
を
思
い
出
す
。
地
下
鉄
「本

郷
三
丁
目
」
が
最
寄
り
駅
。

や
か
ク
ラ
ブ
俳

句
会

厨
窓
葉
影
の
揺
れ
し
初
夏
の
風
　
　
山
田

貞
代

風
薫
る
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
は
今
日
も
行
く

庭
先
の
若
葉
あ
ぎ
や
か
五
月
闇

簾
替
え
暑
さ
乗
り
き
る
意
欲
出
る

馬
木

妙
音

鯉
は
ね
て
音
の
涼
し
き
山
の
池
　
　
西
村

裕

強
く
握
る
と
手
指
が
痛
む
勤
続
疲
労

畑
返
す
後
追
う
カ
ラ
ス
歩
を
合
わ
せ
　
小
野
澤

努

啄
木
忌
母
想
い
出
づ
不
孝
者

空
に
虹
園
児
の
列
に
蝶
が
舞
う

燕
住
む
小
さ
な
町
の
始
発
駅

高
石

題
子

ｏ８
「彼
女
の
お
陰
」
か
な
？

小
山
　
弘
道

（８７
才
）

寺
み
ど
り
会

■
　
　
　
　
一／
４
・

風
薫
る
季
節
の
使
り
た
け
の
こ
ご
飯
　
辻
丼

将
男

今
頃
は
見
る
こ
と
稀
な
レ
ン
ゲ
ソ
ウ‐‐
ヽヽ
「鐸
一̈

‥
・　
　
　
　
　
　
・〓
〓
．

．一姜穐

■
一
　
　

．ｔ
・　
　
　
　
　
　
．―
●
．　
●

―

●
●
．
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１
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●
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か
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と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
‐
　
・
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●一・〓難
・一一難
驚
．Ｉ
宇
一　
　
　
　
　
　
‐

兜
つ
け
幼
き
孫
の
瞳
か
が
や
き

―

藤
代

旗
江

１

●

●
　

．“
讃
難

側
溝
に
紫
小
さ

‐き‐
野
の
，ず
み
れ

轟
″

暑中お見舞い申し上げます。
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交
野
の
酒
造
リ

駄翻肺餃靴期
奥
野
　
和
夫

米
を
原
料
と
す
る
日
本
酒
の

起
源
は
、
大
陸
か
ら
日
本
に
稲

作
が
伝
搬
し
た
以
降
と
さ
れ
ま

す
。
３
世
紀
の
日
本
の
こ
と
を

記
し
た
※
１

『魏
志
倭
人
伝
』
に

は
、
「倭
人
は
酒
を
好
む
」
と
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
酒
が
※

２
「口
噛
み
」
の
も
の
か
、
「カ
ビ

麹
」
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で

す
。現

在
の
よ
う
な
、
カ
ビ
麹
に

よ
る
酒
造
り
が
本
格
的
に
始
ま

る
の
は
６
世
紀
以
降
の
こ
と
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
安
時

「米
を
厳
選
し
、
製
品
の
安
全
と
品
質
に
こ
だ

わ
り
続
け
て
い
ま
す
。
山
野
酒
造
さ
ん
」

図瓢D

代
の
※
３
延
喜
式

（平
安
前
期
の

法
の
集
大
成
し
た
も
の
）
に
よ

る
と
、
延
長
５

（９
２
７
）
年
に

は
、
現
在
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

い
製
法
で
酒
造
り
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。さ

て
、
交
野
に
お
け
る
酒
造

り
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
く
、

江
戸
時
代
が
初
見
で
、
天
明
８

（１
７
８
８
）
年
の

「河
内
酒
造

家
勘
定
所
書
上
高
」
に
よ
る
と
、

交
野
市
内
は
当
時
２３
軒
の
酒
造

家
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
が
、
嘉
永
３

（１
８
５

０
）
年
の
『河
州
酒
造
家
取
調
名

前
帳
』
に
よ
る
と
、

１３
軒
と
な

り
、
慶
応
４

（１
８
６
８
）
年
の

『酒
造
諸
記
録
』
で
は
１２
軒
ま
で

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

交
野
の
酒
造
家
の
特
色
と
し

て
は
、
零
細
な
酒
造
家
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
酒
株

制
度
の
撤
廃
に
よ
り
自
由
に
酒

造
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
後
の
政
府
に
よ
る

※
１
「魏
志
倭
人
伝
」
と
は
？
‐
中
国
古
代
国
家
の
西
晋
の
陳
寿
が
３
世
紀
末
に
編
纂
し
た
「三
国
志
」
の
魏
書
第
３０
巻
の
一部
に
、
３
世
紀

前
半
の
日
本
列
島
に
住
む
倭
人
の
風
習
や
地
理
に
つ
い
て
記
し
た
歴
史
書
の
こ
と
。
※
２
「口
噛
み
酒
」
と
は
？
―
日
本
酒
の
歴
史
は
古
く
、

約
２
０
０
０
年
前
に
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
期
の
日
本
酒
は
、
コ
メ
の
で
ん
ぶ
ん
を
糖
に
変
え
る
た
め
に
、
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を
含
む
唾
液

を
用
い
た
方
法
で
作
ら
れ
て
い
た
。
※
３
延
喜
式
と
は
？
‐
平
安
時
代
中
期
に
醍
醐
天
皇
の
名
で
編
纂
さ
れ
た
律
令
の
施
行
細
則
を
ま
と

め
た
法
典
（宮
中
の
年
中
行
事
や
制
度
を
集
大
成
し
た
）。
延
長
は
、
９
２
３
２
９
３
１
年
の
約
８
年
間
の
元
号
。

・・
９
　
課
税
の
強
化
と
、
交
通
機
関
の

発
達
に
よ
り
他
地
域
か
ら
の
酒

の
流
入
が
容
易
と
な
り
、
品
質

が
良
く
高
価
な
清
酒
を
造
る
酒

造
家
や
低
価
格
に
て
販
売
で
き

る
大
規
模
な
酒
造
家
に
と
っ
て

は
有
利
と
な
っ
た
反
面
、
零
細
な

酒
造
家
に
と
っ
て
は
大
変
不
利

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
交
野
の
に
お
い
て

も
慶
応
４
年
に
は
１２
軒
あ
っ
た

酒
造
家
も
大
正
１１

（１
９
２
２
）

年
の

『大
阪
府
全
管
工
業

一覧
』

に
よ
る
と
大
門
酒
造
１
軒
だ
け

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
泉
州
に
て
酒
造
り

を
さ
れ
て
い
た
山
野
酒
造

（地

元
で
は

「
い
ず
み
や
」
と
呼
ば
れ

る
）
が
私
部
に
移
っ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
２
軒
と
な
っ
て
現

「大
門
酒
造
さ
ん
は
、
文
政
９
年

（１
８
２
６

年

）
に
創
業
し
た
酒
蔵
」

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造

・
販
売
を

行
っ
て
い
る
シ
ビ
ッ
ク

・
ブ
ル
ワ
ー
ズ
さ
ん
」

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
新
し
く

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
ブ

ル
ワ
ー
ズ

）
の
醸
造
所
が
藤
が

尾
に
で
き
、
３
軒
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
市
内
に

３
軒
も

の
酒
造
所
が
あ
る
の

は
、
大
阪
府
内
で
も
希
少
な
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

1 遍己 (交野市星田8丁目)

だ〕891-2029
軽 費 老 人 ホ ー ム
特 別養 護 老 人 ホー ム
デ イ サ ー ビ ス

光 響D』 ‡豊蛉仁颯 (交野市藤が尾2丁目)

16:894-3029
特 別養 護 老 人 ホー ム
デ イ サ ー ビ ス
ヘルバーステーション
ケ ア プランセ ンター

③名鉄観光募裏緊
月 火 水 木 金

午前9:00～ 12:30

午後2.30～ 8100
Ｗ
一
一

ｎ一
一

診療時間

]

国内旅行・海外旅行の予約は

名鉄観光で

大阪中央支店

支店長 上本 裕司
〒530-0001

大阪市北区梅田3丁 目3-45
(マルイト西梅田ビル4階 )

(TEL)06-4797-5803
(FAX)06-4797-5760

体診日 土曜午後 ,日 曜・祝日

駐車場有ります

交野市私部2丁目1番 25号

慶
=轟

躍壼EEE圏:口:|:鵬國■|:

歯科口腔外科、歯科、矯正歯科、小児歯科

匡賓楠元歯科医院

予約制‐新患随時診察す休診日:日 曜、祝日

交野市森北1丁 目37番 2-101

だ,(072)810-5588

診察受付時間 月 火 水 本 金 土

あさ 9:00～ 12100 ● ● ● ● ● ●

ひる14:30～ 16:30 ● ● ● / ●

よる17:30～ 19:00 ● ● ● / ●

1口,072-891-8041代)

颯蝙

ｒ

ｌ

ｌ

．〓
ｒ
ｒ

・
‥

■

■

●
―

学校法人 寺西学園

交 野 幼 稚
〒576-0053交 野市郡津 5丁目2番 5号

0ヽ72‐391‐ 2333 FAX.072‐ 892‐8954

ヨ
Ｊ

Ｆ
ビ

(c梶歯科医院
▼ ―……… KAII DENTAL CtlNiC
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ポイント:

一
（
　

′

暴
（・　　．　、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
へ
の
取
組
み

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年

９
月

か
ら
路
線
バ
ス
が
通
ら
な
い

梅
が
枝
、
松
塚
、
郡
津
、
幾
野
、

地

域

を
対
象

に
運
行

を

ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
突
然
、
京
阪
バ
ス
株

式
会
社
が
交
野
市
内
完
結
路

線
の
廃
止
を
通
告
し
た
こ
と

に
伴
い
、
市
民
の
皆
様

の
移

動
手
段
を
切
れ
目
な
く
確
保

す
る
必
要
が
生
じ
た
だ
け
で

な
く
、
更
に
大
阪
関
西
万
博

に
よ
る
大
型

二
種
免
許
保
有

の
運
転
手
確
保
等
に
よ
り
、

大
型

一
種
免
許
保
有

の
運
転

手
で
代
替
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

市
民
の
願
い
を
形
に

交
野
市
長
　
山
本

景

星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

入
れ
て
い
ま
す
。

未
だ
皆
様
の
記
憶
に
新
し

い
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に

発
災
し
た
石
川
県
能
登
半
島

地
震
で
は
、
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
交
野
市

星
友
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、

い
ち
早
く
災
害
時
要
援
護
者

支
援
部
会
が
中
心
と
な
り
、

被
災
地
へ
の
義
援
金
活
動
を

実
施
さ
れ
た
と
聞
き
及
ん
で

お
り
ま
す
。
迅
速
な

ご
対
応

に
心

か
ら
敬
意

を
表

し
ま

す
。交

野
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
被
災
地
に
対
し
支
援
物

資
の
搬
送
な
ど
、
様
々
な
支

援
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
被
災
状
況
を
目
の
当
た

り
に
し
、
日
頃
か
ら
の
備
え

の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
じ

て
お

り
ま
す
。
そ

の
た
め
、

交
野
市
は
、
各
種
寄
附
金
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
ト
イ
レ

ト

ラ

ッ
ク

や
Ａ
Ｉ
循

環

式

シ
ャ
ワ
ー
ト
ラ
ッ
ク
等

の
配

備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
全
国
自
治
体
初
と

な
る
ラ
ン
ド
リ
ー
ト
ラ
ッ
ク

を
配
備
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
日
頃
か
ら
の

備

え
を
充

足
さ

せ

る

こ
と

で
、
交
野
市
民
の
皆
様
の
安

全
と
安
心
を
確
保
す
る
だ
け

で
な
く
、
今
ま
さ
に
被
災
地

ノ

J

さ

て
、
令
和

７
年
度
も

ス

軋

タ
ー
ト
し
、
様
々
な
事
業
、
施

遁

策
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。　
Ｃ

と
り
わ
け
、
私

の
公
約

の

、わ

１
つ
で
も

ご
ざ

い
ま
す
、

「
コ

車 市
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
交
野

が

「お
り
ひ
め
バ
ス
」
を

一行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

た
。
「お

り

ひ

め

バ

ス
」

一行
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

路
線
を
べ
―
ス
と
し
な
が

、
Ｊ
Ｒ
河
内

磐

船

駅

に
停

き

せ

て
利
便
性
を
高
め
、

運一部
増
便
も
い
た
し
ま
し
た
。

交
野
市
民
の
皆
様
の
移
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（お
り
ひ
め
バ
ス
）

手
段
の
確
保
は
、
単
に
通
勤
、

通
学
、
通
院
な
ど
の
移
動
手

段

の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
方

の
外
出
の
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。
外
出
を
す

る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
の
延

伸
の
み
な
ら
ず
、
買
い
物
等

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
等
も

期
待
で
き
ま
す
。

運
行

し

て
間
も
な

い
今
、

運
行
に
係
る
様
々
な
お
声
を

頂
戴
し

て
い
ま
す
。
し

っ
か

り
と
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、
令
和
８
年
度
に
は

路
線

を
改

善

し

て
参

り
ま

す
。

防
災

ｏ
減
災
に

向
け
た
取
組
み

ま
た
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ

ス
の
取
組

み
だ

け

で
な

く
、
交
野
市
民
の
皆
様
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
防

災

・
減
災
の
取
組
み
に
力
を

ポイント:

医
積
法
人

茂
樹
会

田 中 診 療 所 長ラ鰐薪 諏
内科小児科 り人Lリ テーシヨン科 通所り八ビリ介護予防通所り八しり往診しヽたします.

交野市私部7-48-3 だいFAX(072)893… 8811・8815

カレーブホ…ム 茂樹の里
交野市神宮寺1-24-5  C,(072)396-5076

介護書人保腱施設

デイサ…ビスセンターあ お や ま
交野市青山3-432   C,(072)893-0328
特別養護者人ホーム あ お や ま
交野市青山3-431-1  て,(072)891-3400
特別養護者人ホーム あ お や ま 2号館
交野市青山3-430-1

雲質山添医院
天然温泉の湧く

スポーツクラブ

内 科・小児科

も

ぎ

社
会
福
祉
法
人

紫
水
会

し

み
ず

か

い

交野市星田西5-16-2

だ讐(072)810口7733
□□Dヘルバ…ステーション

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土

午前9:00～ 12:00 ○ ○ ○ 休 ○ ○

午後5:00～ 7:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休

私部1-16-1318891-1025

|●、

|」 hl
L:J
k:《申〕POも

ぶ花あι:クラブ



で
お
困
り
の
方
々
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
衛
生
環
境
の
維
持

向
上
の
た
め
の
ト
イ
レ
カ
ー

し
い
ま
ち
」
を
目
指
す
こ
と

で
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、

子
ど
も
を
育
て
る
親
、
更
に

は
高
齢
者
と
い
っ
た
交
野
市

に
住
ま
う
皆
様
に
と
っ
て
優

し
い
ま
ち
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
み
の

一
例
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、

乳
幼
児
期
に
お
け
る
見
守
リ

を
兼
ね
た
お
む
つ
等
の
育
児

用
品
の
支
給
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

ま
た
、
学
童
期
に
お
い
て

は
体
育
館
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
や
子
ど
も
た
ち
が
使
う
、

机
と
い
す
を
高
さ
調
節
可
能

な
も
の
へ
変
更
す
る
等
教
育

環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。２

０
２
２
年
９
月
１８
日
に

交
野
市
長
に
就
任
し
、
私
の

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１

年
あ
ま
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
誰
も
が
こ
の
住
み
慣
れ

た
交
野
の
地
で
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
市
政
運

営
へ
の
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
貴
会
の
益
々
の
発
展

と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

多
／２３
万
博
ツ
ア
ー
の
模
様

(15)第76号

●行って良かつた、楽しかつた、元気もらいました。(88歳 女性)

フィリピンパビリオン 大地の広場

令和7年 (2025年 )7月 15日発行

全▲ム▲

交

野

市

の

子
育
て
支
援
策

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
進

め
る
中
で
、
少
子
高
齢
化
の

今
、
そ
の
根
幹
と
な
る
基
盤

を
整
備
す
る
上
で
は
子
育
て

支
援
に
係
る
施
策
は
特
に
重

点
的
に
取
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
は
未
来
を
担
う
宝

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
交
野

市
で
は

「子
ど
も
た
ち
に
優

r.; .

Ｅヽ
Ｅ
一■
・
ハ
リ
■

|・・  |

●
５０
年
前
は
元
気
だ
っ
た
か
ら
感

動
し
ま
し
た
。
今
回
も
楽
し
く
て

も
う
１
回
行
き
た
い
で
す
。

次
回
は
予
約
を
し
て
パ
ビ
リ
オ

ン
に
入
り
た
い
。
老
人
会
の
人
達

と
回
れ
て
よ
か
っ
た
。
（９１
歳
　
男

性
）

●
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
私
の
誕

生
日
に
大
阪

。
関
西
万
博
に
参

加
し
ま
し
た
。

各
国
の
素
晴
ら
し
い
パ
ビ
リ
オ

ン
を
見
て
感
動
し
て
帰
り
ま
し

た
。
広
い
会
場
で
、
予
約
が
必
要

な
た
め
日
本
館
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。
何
回
か
足
を
運
べ
ば
、
も
っ
と

楽
し
さ
を
堪
能
で
き
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
（７６
歳
　
男
性
）

●
老
人
会
で
行
け
る
こ
と
に
な

り
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
５
，
６
人

の
メ
ン
バ
ー
と
大
屋
根
リ
ン
グ

ヘ
。
腰
が
悪
く
大
変
で
し
た
が
、
皆

に
助
け
ら
れ
楽
し
め
ま
し
た
。パ

ソ
ナ
や
小
規
模
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン

で
様
々
な
展
示
物
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（８２
歳
　
男
性
）

■薇■澤

アメリカパビリオン 大屋根リング

―――‐‐―― 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

ポイント:

倉治いこいの郷

=す
こやか道場  (第 103金曜日)

=ピ
ンポン教室  (第 1・3水曜日)

健康マージャン教室 (毎週火曜日)

●―カラオケを楽しむ会   (毎日)

いずれも13時からやつています
ちょつとのぞいてみませんか

交野市倉治1-1… 9だ 8ヽ91日7189

〒576-0017交野市星田北5丁目53-2

彗嚢旭製作所

1お (072)893-2220
臥X(072)893-2223

各種産業機械製作
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―‐ロ
ー 私たちは、交野市星友クラブ連合会の活動を応援しています

倉
治
シ
エ
ア
ク
ラ
ブ
さ
ん
ゆ
う
会

片
岡
　
昭
勝

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご
も
り

①
運
動
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
３０
分

）

生
活
で
、
運
動
不
足
や
人
と
〈
下

は
ニ
ー
ギ
ニ
ギ
体
操
、
歌
体
操
、

う
機
会
が
減
っ
た
中
、
「健
康
寿

新
聞
棒
体
操
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
教

命
を
の
ば
そ
う
＝
」
を
合
言
葉

室
等
、

に
、
令
和
３
年
１０
月

「す
こ
や

か
道
場
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。　
二

倉
治
公
民
館
で
毎
週
金
曜
日

１３
時
半

２
１５
時

（
９０
分

）
実
施

中
。
回
を
重
ね
て
１
２
０
回
を

超
え
ま
し
た
。
血
圧
測
定
、
体

重
測
定
を
し
受
付
を
し
ま
す
。

毎
回
５０
人
位
が
参
加
し
ま
す
。

道
場
の

「３
０
３
プ
回
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
ま
す
。

C_“._す こゃ

■■議■|1寧
=T'.=②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
３０
分
）
は
、
懐
し
い
童
謡
、

唱
歌
、
季
節
の
歌
、
百
人

一首
の

和
歌
等
を
全
員
で
２
回
声
を
出

し
音
読
し
ま
す
。
お
し
ゃ
ベ
リ
タ

イ
ム
、
健
康
談
議
、
出
前
講
座

等
。
出
前
講
座
が
好
評
で
す
。
笑

い
ヨ
ガ
、
音
楽
療
法
体
操
、
フ
レ

イ
ル
予
防
講
座
、
認
矧
症
座
学
、

ザ
軒
『・了
貯

ｌ
ｆ
紺
ｌ

ｌ
、

ヤ
ク
ル
ト
健
康
教
室
、
血
流
測

定
会
、
肩
こ
り
解
消
法
、
こ
ろ
ば

ぬ
先
の
杖
講
座

（
外
科
病
院
よ

り
出
張

）、
目
の
病
気
講
座

（
眼

科
病
院

）、
書
き
ぞ
め
、
百
人

一首

カ
ル
タ
会
、
楽
し
い
工
作
、
お
り

紙
教
室
、
金
飾
り
教
室
等
、

③
知
的
プ

回
グ
ラ
ム

（
３０
分

）

は
、
記
憶
カ
ゲ
ー
ム
、
計
算
ゲ
ー

ム
、
パ
ズ
ル
、
小
学
生
の
国
語
か

ら
の
ク
イ
ズ
、
脳
ト
レ
ク
イ
ズ
、

絵

の
ま
ち
が

い
探
し
ゲ
ー
ム

等
。
参
加
者
主
体
の
す

こ
や
か

造
場
は
、
い
つ
も
に
ぎ
や
か
で
笑

顔
い
っ
ぱ
い
で
す

。

「継
続
は
力
な
り
」
を
合
言
葉

に
、
さ
ら
な
る
内
容
充
実
を
図

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
道
場
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

●
ご
協
賛
各
位
へ
の
お
礼
●

こ
の
度
は

「
交
野
星
友
」
第

７６
号
に
広
告

の
ご
協
賛
を
頂
き

誠

に

あ

り
が

と
う
ご

ざ

い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ

ま
の
心
を
繋
ぐ
広
報
紙
と
し
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
〈
フ
後

と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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交野市星友クラブ連合会

新規会員募集中′

▼今年も大変な年。去年は能登半島地

震に対する「自衛隊と国の対応」につい

て問題だと新年に言つた。▼今年が大変

なのはアメリカの予期せぬ行動。日本は

出生数減少と物価高騰の問題。▼アメリカ

のウクライナ「資源漁り」も完了し、イス

ラエルは、アメリカの支援のもとにナチ

ス顔負けのパレスチナ人やシリア人抹殺

を進めている。▼日本は、おコメの価格

が 1年前の三倍となり、出生数は 2年前

より 10万人減の 68万人。これで日本と
いう国が成り立つのか ? 参院選は如何
に ?▼「交野星友」も大変。広報部会を

刷新して、涼風号に臨んだが、充分に出

来たとは言えない。部員一同、新春号に

向けて「唯―無二」の機関紙となるよう

に精進します。      (部 会長 )

仲間を増やして
‐〕健康寿命をのばしましょう
●楽しいサロン、同好会に参加しませんか
("生きがいづくりの奉仕活動に参加しませんか

【入会希望のお問い合わせ】

交野市立保健福祉センター(ゆうゆうセンター)

福祉部|■ 1111111・ ||■|(竹本)

倉
治
「す
こ
や
か
道
場
」

闘震鸞

:曖ヨ国:

″

診療時間 9時～12時 18時～20時30分

土曜日午後16時～18時30分

休診日 日曜日午後、水曜日、祝日

交野市星田5丁目4-1

■

たおもと大浦アイクリニック
白内障・緑内障・網膜硝子体手術

月 火 水 木 金 土

9:00～ 11:30 ● ● ● ● ● ● 土曜日午後
日曜。祝祭日
学会 等13:30へ″16:30 手術 ● // 手術 //

交野市私部西2‐ 6‐ 1メディカルテラスかたの3F

緑内障硝子体白内障手術
７
・
　
一ロ

〓

Ｊ

0ヽ72‐807‐4619

眼 科

《

日帰り手術

■体診日||

●

予約優先


